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計画策定の経緯 

本市では、平成22年度に「焼津市地域公共交通総合連携計画」、平成29年度に「焼津市地域公共

交通網形成計画」を策定し、計画的に地域公共交通の活性化及び再生に取り組んできました。自家

用車の普及や人口の減少、新型コロナ感染拡大（以下、コロナ禍）に伴う生活様式の変化などによ

り、公共交通を取り巻く環境は厳しい状況にあります。このような状況においても、公共交通は通

勤や通学、通院や買い物など身近な移動手段であり、加えて近年は高齢者人口の増加や免許返納の

促進、脱炭素化など、公共交通はまちづくりにおいて重要な役割を担っています。 

このため、公共交通の現状整理や利用状況等を分析することで、本市における公共交通の目指す

べき役割を明確化し、「焼津市地域公共交通網形成計画」における方針や取組を継続しながら、将

来のまちづくりと連携した公共交通ネットワークのあり方をまとめるものです。 

計画の区域 

 焼津市内 

計画の期間 

期間：令和６年度 

（2024年度）から 

令和10年度 

（2028年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

焼津市地域公共交通計画（概要版）      令和６年６月 焼津市 

課題整理 

はじめに 
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焼津市の現状と公共交通の利用状況等の分析からみえる地域公共交通の課題への対応として、公

共交通が市民のくらしを便利にし、活気あるまちづくりに寄与することを目指します。また、第６次

焼津市総合計画の将来都市像である「やさしさ 愛しさ いいもの いっぱい 世界へ拡げる 水

産文化都市ＹＡＩＺＵ」、及び焼津市立地適正化計画で目指す「スマート新時代 豊かなくらしが未

来へつながるまち 住まいる City Yaizu」の実現に向け、公共交通がその一助となるよう、焼津市

地域公共交通計画の基本的な方針を以下のとおりとします。 

 

●基本的な方針 

「市民が暮らしやすく 誰もが移動しやすい 交通環境が充実したまち やいづ」 

今後の公共交通ネットワーク 

鉄道駅につながる路線を「幹線」、そのうち複数の市町を通る路線を「地域間幹線」と位置づけ、

将来にわたって運行していきます。 

また、焼津駅、西焼津駅、市立総合病院、大井川庁舎を「結節点」と位置付け、その周辺や地域の拠

点と結節点に接続する路線を「支線」と位置付けます。 

本計画では将来的な公共交通ネットワークのあるべき姿（将来像）を見据え、計画期間である５

年間において実施する具体的な事業について記載するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な方針 
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具体的な目標と具体的な施策 
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評価の方法 

計画の目標には成果指標を定め、毎年度、地域公共交通会議で評価・検証を行います。目標値が達

成できていない場合は、その要因を分析し、改善策を検討するＰＤＣＡサイクル（計画→実行→評価

→改善）により実施します。 

また、社会情勢の変化に応じて実施スケジュールや実施施策について見直しが必要な場合は、上

位計画との整合性を図りながら計画の見直しを行っていきます。 

成果指標 

計画の達成状況の評価 


